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令和７年度 関川・姫川渇水情報連絡会 幹事会 開催概要

関川及び姫川流域においては、７月に入って以降、現在までほとんど降雨がなく、至近でまとまった降水予報もないことか
ら、水利権利水者及び関係者の皆様と河川管理者で、関川・姫川の状況や各機関の水利使用状況等の情報共有を図る目
的で、「関川・姫川渇水情報連絡会幹事会」を開催しました。

■日時 令和７年７月３１日（木） １０：３０～１２：００
（WEB会議方式による開催）

■出席者
＜構成機関＞
関川・姫川水系の利水者など全２８機関
（高田河川国道事務所、農林水産省北陸農政局、新潟県上越地域振興、新潟県糸魚川地域振興局、長野県建設部、長野県建設事務
所、長野県大町建設事務所、長野県北アルプス地域振興局、、上越市、糸魚川市、妙高市、白馬村、関川地区土地改良区、関川水系
土地改良区、発電・工業用水道等関係機関10社）

議事内容

開催概要

令和７年度 関川・姫川渇水情報連絡会 幹事会 状況



 

関川・姫川渇水情報連絡会幹事会を開催しました（令和７年７月３１日） 
 
  新潟県内は令和７年７月に入って以降、全県的に小雨状態が続き、当高田河川国道事務所管内を流れ
る関川、姫川にも河川流量の低下傾向がみられ、気象予報でも、しばらくは降雨が見込まれない状況が続くとの
予報であるため、両水系に係る利水者や関係機関にお集まりいただき、７月３１日（木）に関川・姫川渇水
情報連絡会幹事会を WEB 会議にて開催しました。  

幹事会では、高田河川国道事務所から両水系の基準点の流況や水質調査結果を説明するとともに、関係 
利水者から聴取した７月２４日時点の取水状況を共有し、最新の取水状況について各機関から報告をい

ただきました。 
事務局からは、今後、利水者が取水状況の変化や新たな渇水対策を行った場合に情報を共有し合うことを

情報連絡会として確認するとともに、関係機関と事務局の間で情報連絡を行いながら、必要に応じて次回の情
報連絡会幹事会の開催を行う旨、方針が確認されました。  

 
最後に、高田河川国道事務所から、 

① 関川水系の流量に低下が確認されること。 
② 上越市では正善寺ダムの水位低下問題から、7 月 25 日に「上越市 渇水対策統括本部」（本部

長：上越市長）が設置され、上越市の切迫した状況やそれに係わる今後の関係機関との調整も想
定されること。 

  を勘案し、近日中に事務所に関川・姫川渇水対策支部を設置することを報告いたしました。 
 
（※）関川・姫川渇水情報連絡会 

連絡会は高田河川国道事務所と関係利水者で組織し、関川・姫川流域において渇水・冷夏・その他 
異常気象等の場合、関係機関で水利使用の状況報告と調整、情報交換を行い、水利使用の適正な 
利用を円滑にするため、必要と判断した場合に開催します。 



 

 

          令和７年度 

関川・姫川渇水情報連絡会 幹事会 

 

 

 

        議  事  資  料 

 

       令和 7 年 7 月３１日 

 

 

       高田河川国道事務所 
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関川・姫川渇水情報連絡会（幹事会） 議事資料 

 

Ⅱ 関川水系・姫川水系の現状 

１． 降雨の状況及び流況       

（至近 5 カ年平均、平成 6 年、令和 7 年の比較）             

① 関川水系 

「関川 雨量-流量 相関グラフ」から 

 

 
 

・主要観測所（赤倉雨量観測所）でみた流域の降雨概況 

 5 月からの累計雨量については、例年（令和元年-令和５年 5 カ年平均）

よりも少なく、7 月 2 日の降雨以降、ほとんど雨が降っておらず、7 月 27 日

時点でも平年を下回っています。 

 月別に見ますと、5 月は平年の 65％、6 月は 83％、7 月（7 月 27 日時点）

は 40％となっています。 
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・高田水位流量観測所の流況 

   5 月からの高田地点の流況について、5 月、6 月はほぼ平年並みとなって、

しましたが、6 月下旬から平年を下回っています。 
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② 姫川水系 

 「姫川 雨量-流量 相関グラフ」から 

 

 
 

・主要観測所（南小谷雨量観測所）でみた流域の降雨概況 

 5 月からの累計雨量については、5 月・6 月は平年（令和元年-令和 5 年 5

カ年平均）並みの雨量がありましたが、7 月 10 日の降雨以降にほとんど雨

が降っておらず、7 月の雨量は少なくなっています。 

 月別に見ますと、5 月は平年の 90％、6 月は 95％、7 月（7 月 27 日時点）

は 24％となっています。 

 

  ・山本水位流量観測所の流況 

   6 月中旬にまとまった降雨により、約 350m3/s の流量（速報値）を記録し

ましたが、その後はまとまった降雨がなく流量が減少している状況です。 

 

月毎の総雨量比較 単位[mm]

総雨量 割合 総雨量 割合 総雨量 割合

平年（R元-5平均） 146 100% 205 100% 239 100%

渇水年（H6） 71.5 49% 112.5 55% 39 16%

今年（R7速報値） 131 90% 195 95% 58 24%

5月 6月 7月
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③ 今後の予報（新潟地方気象台資料） 

 

○新潟県の季節予報（１か月予報） 

https://www.jma.go.jp/bosai/season/#area_type=offices&area_code=150000&term=1month 

 

○北陸地方 向こう１か月の天候の見通し（7/26～8/25） 

https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/kaisetsu/?region=010500&term=P1M 

 

○気象庁台風情報 

https://www.jma.go.jp/bosai/map.html#5/33.541/133.374/&elem=root&typhoon=all&contents=typhoon 

 

〇新潟県気象情報（防災事項の詳細の解説） 

https://www.jma.go.jp/bosai/information/#area_type=offices&area_code=150000&format=table 

 

以下、補足情報（過去の気象データ） 

 

○新潟県気象旬報（速報資料） 

https://www.data.jma.go.jp/niigata/nogyo/nogyo_index.html 

 

〇天候の状況（気温・降水量・日照時間） 

https://www.data.jma.go.jp/stats/data/mdrr/tenkou/indexTenkou.html?gazou=pre30d00&dhi=0 

 

〇期間合計降水量一覧表（新潟県） 

※前日から前 10 日間・20 日間・30 日間・45 日間・60 日間・90 日間・120 日

間の合計降水量と、その平年比を掲載 

https://www.data.jma.go.jp/stats/data/mdrr/tenkou/alltable/pre00.html#a54 

 

 



関川 代表点 稲田橋におけるBOD値

※「＜0.5」はグラフ上では0.5とした。
※月に2回以上の調査がある場合、高い方を採用した。
※平成6年の環境基準値は5.0mg/L（C類型）。
※令和5年3月に環境基準値が3.0mg/L（B類型）から2.0mg/L（A類型）に見直された。

８



姫川 代表点 山本におけるBOD値

※「＜0.5」はグラフ上では0.5とした。(H6の観測結果を除く)
※月に2回以上の調査がある場合、高い方を採用した。
※環境基準値は1.0mg/L（AA類型）。 ９














